
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
伝
統
医
家
京
都
賀
川
家
の
門
人
、
当
時
の
新
進

気
鋭
京
都
府
医
学
校
出
身
者
、
そ
れ
に
検
定
医
ら
で
あ
っ
た
。
産
科

学
を
学
生
に
教
え
る
傍
ら
、
開
業
医
の
彼
等
は
自
家
で
体
験
し
た
多

く
の
珍
し
い
症
例
を
相
互
交
換
し
、
互
い
に
研
究
し
合
っ
た
。
し
か

し
最
終
的
に
は
、
既
に
本
邦
で
名
を
成
し
て
い
た
京
都
府
医
学
校
の

教
諭
、
高
山
尚
平
、
足
立
健
三
郎
、
外
国
か
ら
豊
富
な
知
識
を
持
ち

帰
っ
た
佐
伯
理
一
郎
・
大
月
文
を
か
つ
ぎ
出
し
て
、
結
果
「
京
都
産

科
婦
人
科
会
」
の
結
成
と
開
花
さ
せ
た
。
翌
年
、
高
山
・
足
立
・
佐

伯
・
大
月
ら
は
大
阪
の
緒
方
正
清
ら
と
結
束
し
、
「
関
西
産
科
婦
人

科
学
会
」
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。
全
国
レ
ベ
ル
で
の
こ
の
学
会
を
、

あ
る
意
味
に
お
い
て
プ
ロ
モ
ー
ト
し
た
の
は
、
実
は
こ
の
小
さ
な
地

方
専
門
医
会
「
京
都
産
科
婦
人
科
会
」
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
察
す

る
。

（
京
都
市
）

緒
方
正
清
（
一
八
六
四
’
一
九
一
九
）
は
、
産
婦
人
科
医
と
し
て
も

す
ぐ
れ
た
業
績
を
あ
げ
、
ま
た
大
阪
府
・
市
医
師
会
長
と
し
て
医
政

面
で
も
活
躍
し
た
浪
花
医
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
医
史
学

の
領
域
で
も
、
特
に
『
日
本
婦
人
科
学
史
』
及
び
『
日
本
産
科
学

史
』
の
大
著
を
の
こ
す
な
ど
、
多
大
の
貢
献
を
な
し
て
い
る
。
今
回

は
医
史
学
者
緒
方
正
消
の
学
問
的
成
長
に
お
け
る
産
婦
人
科
学
史
を

跡
付
け
て
糸
た
い
と
思
う
。

緒
方
正
清
の
産
婦
人
科
学
史
研
究
は
、
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
）

に
始
ま
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
日
本
婦
人
科
学
史
』
及
び

『
日
本
産
科
学
史
』
の
年
表
に
よ
る
と
、
こ
の
年
、
「
緒
方
正
浩
、

日
本
産
科
沿
革
考
を
公
に
す
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
と
き
に
正
清
二

○
歳
、
香
川
県
の
高
松
医
学
校
を
卒
業
後
、
東
京
大
学
医
学
部
別
課

に
在
学
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
富
士
川
勝
も
、

『
日
本
婦
人
科
学
史
』
の
序
で
、
「
緒
方
正
清
君
〈
現
下
、
我
邦
医

緒
方
正
清
と
産
婦
人
科
学
史石

原

力
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史
学
者
ノ
ー
人
ニ
シ
テ
、
壮
時
東
京
大
学
医
学
部
二
生
徒
タ
リ
シ
時

ヨ
リ
既
一
一
医
史
ノ
研
究
二
手
ヲ
著
ヶ
」
と
記
し
て
い
る
。
『
日
本
産

科
学
史
』
の
緒
言
に
は
、
象
ず
か
ら
一
‐
明
治
十
七
年
の
頃
よ
り
二
三

医
史
の
考
証
を
な
し
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
以
前
に

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
『
日
本

産
科
沿
革
考
』
は
、
か
れ
の
日
本
産
科
婦
人
科
学
史
研
究
の
出
発
点

と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
ま
だ
私
は
実
見
し

え
な
い
で
い
る
。
恐
ら
く
そ
の
内
容
は
簡
単
な
考
証
的
論
文
で
、
後

の
著
耆
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
よ
り
も
青
年

時
代
の
か
れ
の
歴
史
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
な
ど
、
興
味
が
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
二
年
後
、
明
治
一
九
年
に
は
『
日
本
産
科
年
代
考
』
を
発
表

し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
だ
実
見
の
機
を
え
な
い
が
、
『
日
本
産
科
学

史
』
の
緒
言
に
は
、
「
十
九
年
に
至
り
て
日
本
産
科
年
代
考
と
云
へ

る
標
題
の
下
に
、
本
邦
神
祗
時
代
に
於
け
る
助
産
術
に
就
き
柳
卑
見

を
公
に
し
た
る
を
出
発
点
と
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
は

『
日
本
産
科
学
史
』
の
第
一
編
『
神
代
の
助
産
学
』
の
記
事
に
類
す

る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
日
本
の
産
婦
人
科
学
史
を
西
欧
に
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
欧
州
留
学
中
に
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

の
く
９
－
侭
ぐ
○
旨
国
呂
園
冨
房
冒
か
ら
出
版
し
た
四
六
頁
ば
か
り
の

食
臼
言
撹
園
冒
⑦
＄
の
冨
。
言
。
号
冒
．
。
。
ｇ
具
号
匡
庁
旨
菅
冒
巨
〉
が
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
か
れ
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
か
ら
、
ド
ク
ト
ル
・

メ
デ
ィ
チ
ー
ネ
の
学
位
を
得
た
。
か
れ
よ
り
前
に
、
日
本
の
産
婦
人

科
学
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
へ
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
は
、
シ
ー
ポ
ル

ト
、
三
宅
秀
、
ウ
ェ
ル
’
一
ツ
ヒ
、
シ
ョ
イ
零
へ
な
ど
が
あ
る
が
、
緒
方

正
清
の
こ
の
著
書
は
、
富
士
川
勝
の
〈
○
句
い
○
亘
。
言
①
〔
一
国
．
冒
巴
巨
国

冒
曽
冨
口
〉
（
一
九
二
年
）
と
と
も
に
よ
く
引
用
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

緒
方
自
身
は
本
書
を
『
日
本
産
科
学
史
の
補
説
』
と
訳
し
、
そ
の
内

容
を
『
日
本
産
科
学
史
」
の
な
か
で
も
紹
介
し
て
い
る
が
、
時
代
を

古
代
と
近
代
の
二
章
に
分
け
、
古
代
で
は
産
屋
の
建
造
、
鎮
帯
の
起

源
、
腰
帯
剪
断
法
へ
後
産
の
処
置
等
、
近
代
で
は
賀
川
玄
悦
に
よ
る

進
歩
、
そ
の
後
喬
や
門
弟
の
意
見
と
方
式
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の

発
達
、
日
本
婦
人
の
骨
盤
、
皮
膚
色
素
、
嬰
児
の
頭
蓋
な
ど
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
。

欧
州
よ
り
帰
国
後
、
二
二
年
間
医
史
学
領
域
で
の
著
述
は
な
い
。

こ
れ
は
産
婦
人
科
医
と
し
て
、
診
療
や
病
院
経
営
に
多
忙
で
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
間
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
頃
富
士
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川
瀧
と
共
著
で
日
本
婦
人
科
史
の
編
纂
を
約
束
し
た
が
果
た
さ
ず
、

ま
た
廓
嘉
四
郎
と
も
計
画
し
た
が
遂
行
で
き
な
か
っ
た
と
『
日
本
婦

人
科
学
史
』
の
序
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
医
史
学
に
対

す
る
情
熱
を
失
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年

『
医
海
時
報
」
の
明
治
医
史
中
に
日
本
産
科
婦
人
科
の
発
達
を
執
筆

そ
し
て
こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
小
野
利
教
の
援
助
を
得
て
、
よ
う

や
く
大
正
三
年
完
成
し
た
の
が
『
日
本
婦
人
科
学
史
』
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
和
綴
で
上
下
二
巻
に
分
れ
、
四
二
八
頁
、
通
俗
書
を
目
指
し

た
も
の
で
、
産
事
、
習
俗
、
鎮
帯
、
儀
式
、
育
児
、
賀
川
流
産
科
、

女
科
書
と
産
科
器
具
と
い
っ
た
よ
う
な
項
目
を
立
て
て
、
歴
史
上
の

事
項
を
記
載
す
る
と
い
う
方
式
で
あ
っ
た
。

次
い
で
専
門
的
な
史
書
『
日
本
産
科
学
史
』
の
執
筆
に
か
か
っ

た
。
令
孫
緒
方
正
美
博
士
に
よ
れ
ば
、
大
正
六
年
二
月
か
ら
で
、
六

年
末
か
ら
七
年
正
月
に
か
け
て
は
九
州
へ
出
か
け
て
資
料
の
蒐
集
に

つ
と
め
た
と
い
わ
れ
る
。
山
田
玉
川
が
文
を
修
し
、
緒
方
が
こ
れ
を

校
正
す
る
と
い
う
仕
方
で
進
め
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
三
月
校
了

し
、
八
月
二
十
日
夜
そ
の
病
床
に
届
け
ら
れ
た
、
本
文
一
、
八
一
○

頁
の
大
冊
『
日
本
産
科
学
史
』
を
眺
め
て
歓
び
の
笑
を
残
し
、
二
日

し

た
○

後
の
二
十
二
日
逝
去
し
た
。
こ
の
書
物
、
し
た
が
っ
て
産
科
婦
人
科

学
史
は
、
緒
方
正
清
五
十
五
年
の
生
涯
を
か
け
た
文
字
通
り
の
ラ
イ

フ
・
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
虎
の
門
病
院
産
婦
人
科
）
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